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開
催
に
当
た
り
、
Ｍ
Ｓ
＆

Ａ
Ｄ
イ
ン
タ
ー
リ
ス
ク
総
研

の
中
村
光
身
社
長
が
、
「
本

日
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
安
全

文
化
醸
成
を
テ
ー
マ
に
、
そ

の
考
え
方
と
組
織
と
し
て
の

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
お
話
し
す
る
こ
と
で
、
日

ご
ろ
事
故
発
生
防
止
に
努
め

る
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
ち
た

い
と
考
え
て
い
る
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　
第
一
部
で
は
、
慶
應
義
塾

大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム
デ
ザ

イ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究

科
教
授
の
高
野
研
一
氏
が

「
安
全
文
化
と
は
何
か
、
な

ぜ
必
要
な
の
か
、
そ
の
醸
成

戦
略
と
具
体
的
取
り
組
み
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
。
安
全
文

化
へ
の
理
解
を
得
た
上
で
、

そ
の
必
要
性
と
組
織
と
し
て

の
取
り
組
み
の
方
向
性
・
重

要
性
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
の

醸
成
戦
略
と
具
体
的
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　
同
氏
は
「
安
全
文
化
の
醸

成
は
企
業
の
健
全
な
発
展
に

結
び
付
く
と
い
う
強
い
信
念

を
持
つ
こ
と
、
ま
た
、
組
織

の
安
全
文
化
醸
成
の
鍵
と
し

て
は
不
断
の
努
力
を
継
続
す

る
た
め
の
『
動
機
づ
け
』
が

大
切
」
と
話
し
た
。
そ
の
上

で
、
「
安
全
文
化
の
目
的

は
、
組
織
を
挙
げ
て
無
視
さ

れ
が
ち
な
潜
在
的
リ
ス
ク
の

発
見
・
除
去
に
地
道
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
だ
。
上
下
、

左
右
、
組
織
の
壁
を
超
え
た

普
遍
的
な
安
全
価
値
共
有
が

安
全
文
化
の
推
進
力
。
個
人

・
職
場
・
組
織
と
し
て
の
実

効
性
や
活
性
化
に
よ
り
、
安

全
文
化
成
熟
度
を
高
め
る
に

は
自
律
的
安
全
活
動
が
鍵
に

な
る
」
と
指
摘
。
「
自
律
的

安
全
活
動
に
よ
っ
て
事
故
を

減
ら
せ
る
だ
け
で
な
く
、
人

間
の
関
係
性
を
重
視
す
る
組

織
全
体
の
健
全
性
を
高
め
る

こ
と
に
な
る
」
と
締
め
く
く

っ
た
。

　
第
二
部
で
は
、
日
本
ゼ
オ

ン
㈱
総
合
生
産
セ
ン
タ
ー
環

境
安
全
部
の
松
林
秀
幸
氏
が

「
診
断
結
果
に
よ
る
弱
点
の

改
善
例
と
そ
の
展
開
方
法
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
。
主
力
４
工
場
で
実
施
し

た
安
全
文
化
診
断
の
結
果
を

踏
ま
え
、
自
発
的
に
弱
点
の

改
善
に
取
り
組
む
方
法
を
考

案
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
具
体
的
な
取
り
組
み
や

今
後
の
展
開
方
法
に
つ
い
て

紹
介
し
た
。

　
第
三
部
で
は
、
ス
カ
イ
マ

ー
ク
㈱
執
行
役
員
の
原
高
太

朗
氏
が
「
航
空
会
社
の
飲
酒

問
題
～
会
社
全
体
の
意
識
改

革
を
進
め
る
た
め
に
～
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
。
航
空
業
界

で
発
生
し
て
い
る
飲
酒
に
関

す
る
不
適
切
な
事
案
に
関

し
、
業
界
全
体
と
し
て
、
ま

た
、
個
社
と
し
て
再
発
防
止

を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
し
た
。

　
第
四
部
で
は
、
Ｍ
Ｓ
＆
Ａ

Ｄ
イ
ン
タ
ー
リ
ス
ク
総
研
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
第
一
部

の
石
田
勝
彦
氏
が
「
安
全
文

化
の
理
解
と
醸
成
へ
向
け
た

ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
つ
い
て
講

演
。
安
全
管
理
の
責
任
者
が

安
全
文
化
を
理
解
し
た
後
に

は
“
浸
透
さ
せ
る
”
と
い
う

ス
テ
ッ
プ
が
必
要
と
な
る
こ

と
か
ら
、
全
社
員
に
分
か
り

や
す
く
理
解
さ
せ
る
た
め
の

方
法
や
同
グ
ル
ー
プ
が
行
っ

て
い
る
安
全
文
化
醸
成
へ
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹

介
し
た
。

　
三
井
住
友
海
上
と
Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
イ
ン
タ
ー
リ
ス
ク
総
研
は
７
月
18
日
、
東
京

都
千
代
田
区
の
三
井
住
友
海
上
駿
河
台
新
館
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
御
茶
ノ

水
で
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
「
安
全
文
化
醸
成
～
大
事
故
の
発
生
防
止
に
向
け
て

～
」
を
開
催
し
た
。
当
日
は
安
全
文
化
醸
成
の
重
要
性
と
安
全
に
関
す
る
具
体

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
、
物
流
業
を
中
心
に
製
造
業
、
流

通
業
、
不
動
産
業
の
総
務
部
門
の
担
当
者
約
80
人
が
出
席
し
た
。

オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

「
安
全
文
化
醸
成
」テ
ー
マ
に

当日は物流業を中心に約80人が出席

高野氏

中村社長

三井住友海上、ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研

自
律
的
安
全
活
動
が
鍵
に


